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7班 班⻑ 作山愛花 班員 小川由将 河野唯蕗 早野心都

ソーラーパネルの下に
三匹のヤギがいた。
話題のヤギによる草刈
りをしていたと思われ
るが、が暑さのせいか
日陰で休んでいた。
せっかくの見晴らしの
良い景色もソーラーパ
ネルがあることで少し
残念な気持ちになる。

② ソーラーパネルとヤギ

ブドウ畑が広がっている。
周りの木々も整備されていて
ブドウによく日が当たるよう
になっている。
このあたりの⼟は⾚⼟と⿊⼟
が混じっていおり、果樹栽培
にはもってこいだと思う。

① ぶどう畑

養鶏場
養鶏場が多かった。少な
くとも4か所はあった。匂
いがきつかったので山の
中にあるのも納得できた。
養鶏場は場所によって綺
麗な所と汚い所の差が大
きかった。

中の方に小さな祠が
建てられていた。祠
には植物も絡まって
おらず、周辺は整備
されている。さらに
奥の方には養蜂箱も
あり、地域の人が大
事にしていることが
伝わってくる。

④ 菅原神社

山頂付近は意外にも平たんな
道が多い。
電波もしっかり届いており景
色も抜群である。
しかし人の通りが少ないから
か、電線が木にかかりそうな
のが気になる。山火事につな
がらないようにするためにも
整備が必要だと思う。

⑥ 山頂と電線

ソーラーパネルがあった。今は
使われていないため、サビてい
て、ボロボロになっていた。
ソーラーパネルには有害物質が
含まれているため、撤去するこ
とが難しいという理由でそのま
ま置いてあることが多い。もし
かしたらこの場所も放置されて
いるのかもしれない。

③ 取り残された
ソーラーパネル

⑤ 赤土？アカホヤ？
南九州を中心に分布する火
山灰⼟のようだった。農業
に使うのなら肥料を使って
改良する必要がある。また、
表層すべりを起こしやすく、
切⼟面で崩壊が起こりやす
いといった危険性もある。

竹林が多くあったので竹
害による⼟砂崩れが懸念
される。適度に間引くた
めに活用するべき。例え
ば、竹細工やリヒテンベ
ルク模様を使ったインテ
リアに活用もできる。

竹林

たくさんの養鶏場
がある中、唯一牛
舎があった。育て
られていたのは⿊
牛で、ホルスタイ
ンなどはいなかっ
たため、酪農家で
はなく畜産農家だ
と考えられる。
牛舎の前には緑が
広がっており、こ
こで生えた草が牛
の餌になっていた。

牛舎

基本的になにもなかった。道中、
人に会うことがなかった。人と
あった回数よりも動物や昆虫とす
れ違う回数の方が多かった。畜産
農家が多く、都心部とは全く違う
においがした。

小川由将

山の中には何もなかったが、多様
な植物や動物も生息しているよう
だった。都市部の喧騒と違い、静
けさに癒された。

河野唯蕗

道は穴があいていたり、勾配が急
な坂道も多かった。しかし、山の
中にはフェンスが設置されて安全
に配慮されているところもあった。
私たちが歩いて回った範囲では地
域の方などとは出会うことができ
なかった。

早野心都

川沿いの細い道を歩いたり、急な
坂道を登ったりと範囲にたどり着
くまで、たどり着いた後も大変な
道のりだった。しかしあたりを見
渡してみれば、山頂から見下ろす
太平洋は美しく、木陰により強い
日差しも遮られ思っていたよりも
涼しい場所だった。一方で、森林
伐採やソーラーパネルによる景観
の悪化のどの社会問題も見られた。
現在、そして未来のためにしてい
ることが変えてこれまで大切にし
ていた文化や自然を破壊している
ように感じた。私はこういった現
象は、都農町だけでなく日本各地
で起きていると思う。どうしたら
美しいままで、そして環境にやさ
しく便利な世の中が続けられるか
の答えを私たちの世代で見つける
べきではないかと思う。

作山愛花
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